
個人戦における大会参加注意事項
東京都中学校体育連盟テニス部　令和５年２月
大会参加注意事項　※大会参加者は、下記に示す注意事項を事前に確認しておくこと。
１。大会参加に際して
参加選手は、次の注意事項をきちんと守ること。
  ①会場には、ビン、缶、パックなどに入ったジュース類は一切持ちこまない。
※ペットボトルは、会場への持ち込みを許可するが、持ち帰ることを前提とする。
  ②会場には、お菓子類を持ち込まない。
　③弁当その他のゴミは必ず自宅まで持ち帰る。〔会場のゴミ箱にはゴミを捨てない〕
　（会場校周辺は言うまでもなく、途中のゴミ箱などにも絶対捨てないように注意する）
　④指定された場所以外には、絶対立ち入らない。
　⑤更衣室・下駄箱など、会場の施設・物品については、大切に、汚さないように使用するよう心掛ける。
　⑥その他、会場の規則については、会場校のレフェリーの注意、指示に従う。
　⑦会場ばかりではなく、会場周辺の迷惑にならないよう気を配る。（早朝に会場周辺で騒いだりしないように注意する）
　※以上のことが守られない場合は、試合に出場できなくなる場合がある。
２。出席を届ける際（試合当日）
①出場者及び引率者（教員、部活動指導員）は、日程表の指定時刻より早めに会場に集合し、選手は試合ができる服装になって、本部に出席を届けること。出席の届け出が遅れたり、届け出がない場合には出場できない。
②引率教員の付き添いがない場合は出場できない。引率教員は受付から試合終了時まで選手の監督・指導に責任をもってあたること。【代理監督による参加は、所定の手続きを事前に行い大会参加すること】
  ③試合着については次のことに注意する
    ・テニスウェア　及び　テニスシューズを着用する。(レフェリーが「不適切」と判断したウェアは着用できない)
    ・ウェア、帽子とも、服装用具規定（当該年度）を参照し、ロゴ（商標）は規定以内のものとする。
３。試合について
  ①コートにはいる前にトスによってサイドとサーヴィスを決めておくこと。
  ②試合前の練習は、サーヴィス４本以内とする。自分の試合が近づいたなら、自ら準備運動をしておくこと
　（会場にもよるが、コート外ではボールを使った練習はできない）
  ③選手は、いかなる理由があろうともコート外から助言指導を受けてはならない。(コート外の人と会話をしてはいけない)
  ④けいれんその他、自然的体力消耗による休憩は認めない。応急処置が必要な場合はレフェリーの許可を受けること。
⑤審判はセルフジャッジで行う。ジャッジに関してトラブルがあった場合はロービングアンパイアを呼び指示を受けること。
　⑥ポイント間は２５秒以内とする。
　⑦第１ゲーム終了後速やかにチェンジエンドを行い第２ゲームを始めること
(団体戦はチェンジエンド時の90秒を認めるが、個人戦は1ゲーム後のチェンジエンドは速やかに行う)
  ⑧試合が終わったら、勝者が本部に結果報告すること。
　※得点板が設置される場合、自分の選手名票は自分で管理し、チェンジサイドの際、両選手でスコアを表示すること
４。審判について
 個人戦は、 すべてセルフジャッジで行うので、選手は次のことをきちんと行うこと
  ①アウト、フォールトの判定とコールは相手に分かるようにはっきりとした大きな声で速やかに行なう。
(ハンドシグナルだけではいけない）
  ②コールが遅れた場合、また、アウト・インの判断がはっきりしない場合は、相手選手に有利になるように判定すること。
  ③サーバーはサーブの前にカウントアナウンスを相手選手に聞こえる大きな声で必ずおこない、レシーバーはカウントの確認をしてから、レシーブ体勢に入る。
　④チェンジコート時は、互いにゲームスコアの確認を心がけ、カウントの食い違いが出ないように心がけること。
５。応援について
　①サーバーが位置についたら静かにプレイに注目すること。
　②インプレイ中は、音を立てないようにする。
　③エースショットについては、どちらの選手であっても拍手をして称えるようにする。
　④コート外からのアドバイスは禁止である。【コート内の選手と会話をしない】
　⑤もちろん相手選手のプレイを、とかく言うこと（野次）も慎むこと。〔ダブルフォルトなどでの拍手などはしない〕
６。マナーについて
　スポーツマンシップはすべてのプレイヤーにとって大切なことです。すべてのプレイヤーはスポーツマンシップに反する行為やテニスにとって好ましくない行為をしないように、以下のことを守らなくてはいけません。
（別紙「マナーについて」をよく読んでおくこと）
①大声をだしたり、悪口を言ったり、みだらな言葉を口にしたり、ラケットを投げたり、ボールを投げつけたりすることがないようにする。 
　②プレー中の時間かせぎをしてはならない。コートチェンジは９０秒以内。ポイント間などは２５秒以内。
  ③ラケットや腕を振り回したり音を立てたりして、わざと相手の気を乱すようなことは　してはいけない。
④試合中に他の人からからアドバイスを受けてはならない。両親や友人やコーチを含め、観衆はコート上のことに干渉してはいけない。
⑤大会参加申し込みをした選手は、病気やケガなどやむを得ない緊急事態が起こった場合を除いてディフォールト（棄権）しないようにすること。                                                      
７。エチケット
  ①試合中のコートのそばを通るときには、ポイント(ラリー)が終わるまで待つこと。
②他のコートに入ったボールを取りに行く時や、自分のコートに入ったボールを返す場合には、プレーのポイントが終わるまで待つこと。
  ③試合後はコート内外において、ゴミ拾いや清掃に心掛け、借用会場に礼を尽くしてから会場を離れるように努めること。
８．公営コート会場〔有明テニスの森会場など〕利用時の注意事項
　①ゴミについては、会場内のゴミ箱に捨てずに持ち帰ること
　〔ただし、会場内自動販売機利用の場合は、販売機横のゴミ箱へ捨てることは可とする〕
　②会場内の缶類の飲料自販機の利用を可とする。
　　その場合でも、コート内への持ち込み、飲み歩きや飲みながらのコートサイドでの観戦は不可とする。
　③オーダーオブプレイを使用するので、自分の試合はボード上で確認をすること。
　　勝ち上がった場合でも、指定時間内に試合が開始されない場合、遅刻者は棄権扱いとなる。
④対戦者のドロー番号の小さい選手が試合前に試合球を取りに来ること。また、試合の勝者が本部への結果報告および大会球の返却を行うこと。

　　有明テニスの森会場の利用については、いくつか制限事項を追記しましたので、各参加校は確認してください。

　　・コート外での声出しランニング等の禁止
【地域住民の迷惑となりますので、行わないでください。】
　　・ボールを使用した練習について

【コート外では、ボールを使用してのラリーなどはできません。】
９。雨天の時
　①中体連都大会関連の連絡はインターネットを活用し、ｈｔｔｐ：／／ctr-tennis.seesaa.net上に掲示する。
　　大会期間中は、変更なども含め確認・注意しておくこと（携帯からも可）
  ②中止などの連絡は、当日朝6時以降にブログ掲示する。（特別な伝言がない場合は集合することを前提とする）
　③会場校への電話連絡は、迷惑になるので、絶対しないこと
  ④日程変更の確認は、上記アドレスに直前の木曜日１５時以降に確認をすること。
大会本部から各参加校への連絡は特別な場合を除いて行わないので注意しておくこと。
　　・レフェリー携帯へ問い合わせは極力避けること。
      ＊会場校への連絡は、迷惑になるので、直接問い合わせの電話はしないこと。
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